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格か

く

致ち

日に

っ

新し

ん

  

〜
こ
れ
か
ら
の
特
別
支
援
教
育
を
語
る
〜

第21回

　
筆
者
は
、
本
誌
二
〇
二
二
年
五
月
号
、
六
月

号
「
格
致
日
新
」
で
、「
一
九
六
〇
年
代
の
知

的
障
害
教
育
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
、
戦
後
の
知

的
障
害
教
育
の
基
本
理
念
で
あ
っ
た
生
活
主
義

教
育
が
後
退
・
変
容
し
た
一
九
六
〇
年
代
の
状

況
を
ふ
り
返
り
、今
日
的
意
義
を
考
え
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
一
九
六
〇
年
代
の
知
的
障
害
教

育
の
後
退
・
変
容
の
一
つ
の
姿
と
し
て
、
生
活

主
義
教
育
の
訓
練
化
に
つ
い
て
も
述
べ
ま
し

た
。
教
育
目
標
「
自
立
」
を
高
く
掲
げ
た
実
践

が
、
や
が
て
、
一
人
で
生
き
て
い
く
た
め
、
と

し
て
厳
し
い
訓
練
に
傾
斜
し
て
い
き
、
子
ど
も

の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
学
校
生
活
か
ら
奪
っ

て
い
っ
た
の
で
し
た
。

　
こ
の
こ
と
の
深
い
反
省
が
、
後
に
一
九
七
〇

年
代
以
降
の
子
ど
も
主
体
の
知
的
障
害
教
育
の

発
展
に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
。
と
は
い
え
一
九

六
〇
年
代
当
時
の
状
況
が
反
省
す
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
化
に
陥

っ
て
い
く
直
前
に
、
な
お
生
活
主
義
教
育
の
心

が
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　「
学
校
工
場
方
式
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
中
学
校

特
殊
学
級
で
実
践
さ
れ
た
方
法
で
、
今
日
の
作

業
学
習
の
原
型
の
一
つ
と
い
う
べ
き
も
の
で

す
。
教
室
を
さ
な
が
ら
町
工
場
の
よ
う
に
し

て
、
そ
こ
で
長
時
間
の
生
産
活
動
に
あ
た
り
、

製
品
を
市
場
で
販
売
し
、
実
社
会
で
の
働
く
生

活
を
学
校
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
す

（
小
出
、
一
九
七
九
）。

　
学
校
工
場
方
式
の
最
初
期
の
動
向
と
し
て

は
、
戦
後
の
知
的
障
害
教
育
を
リ
ー
ド
し
た
東

京
都
立
青
鳥
中
学
校
が
一
九
五
二
年
に
開
催
し

た
授
業
の
公
開
批
評
会
（
現
在
の
公
開
研
究

会
）
で
、
そ
の
価
値
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
工
場
方
式
と
い
う
言
葉
を
全
国
に
知
ら

し
め
た
の
は
、
東
京
都
荒
川
区
立
第
一
中
学
校

の
特
殊
学
級
で
す
。

　
一
九
五
九
年
に
開
催
さ
れ
た
知
的
障
害
教
育

の
全
国
協
議
会
に
お
い
て
、
荒
川
区
立
第
一
中

学
校
で
は
、「『
学
校
工
場
』
方
式
に
よ
る
職
業

教
育
」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
荒
川
区
立
第
一
中
学
校
で
は
、「
追
い
込
み

は
じ
め
に

一

学
校
工
場
方
式

二

追
い
込
み
作
業

子
ど
も
と
思
い
を
共
に
、
活
動
を
共
に

す
る
教
師

～「
一
九
六
〇
年
代
の
知
的
障
害
教
育
に
学
ぶ
」
余
滴
～

全日本特別支援教育研究連盟 
理事長・植草学園大学名誉教授

名古屋　恒彦
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作
業
」
と
い
わ
れ
る
方
法
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
（
以
下
の
引

用
は
、
東
京
都
荒
川
区
立
第
一
中
学
校
、
一
九

五
九
年
、
原
文
ど
お
り
）。

　「
追
い
込
み
作
業
と
は
、
一
定
の
作
業
量
を

一
定
の
限
ら
れ
た
時
間
内
に
完
了
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
に
追
い
込
ん
で
作
業
を
遂
行
さ
せ

る
こ
と
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の
立
場
か
ら
い
え

ば
、
能
力
限
界
ぎ
り
ぎ
り
に
作
業
能
率
を
発
揮

し
た
り
、
シ
ャ
バ
と
同
じ
よ
う
な
八
時
間
労
働

に
た
え
て
作
業
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。」

　
そ
の
教
育
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「（
追
い
込
み
）
が
単
に
教
師
の
強
圧
に
よ
る

だ
け
で
な
く
、
彼
等
が
彼
等
自
身
仲
間
と
せ
り

合
い
、
ま
た
、
仲
間
と
組
織
し
て
い
る
と
考
え

る
〔
学
校
工
場
〕
の
社
会
的
信
用
の
た
め
商
品

価
値
や
納
期
を
守
ろ
う
と
す
る
─
そ
の
よ
う
な

大
き
な
目
的
意
識
づ
け
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る

（
追
い
込
み
）
は
、
単
に
注
意
の
集
中
だ
け
の

問
題
に
終
る
の
で
は
な
く
、
作
業
へ
の
情
動
は

高
め
ら
れ
、
個
々
の
作
業
行
為
は
、
大
き
な
目

的
対
象
に
よ
つ
て
よ
び
お
こ
さ
れ
る
い
く
た
の

感
情
に
よ
つ
て
捉
え
ら
れ
て
く
る
。」

　
こ
れ
ら
の
引
用
か
ら
、「
追
い
込
み
作
業
」

が
過
酷
な
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。「
追
い
込
み
」
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
追

い
込
む
人
と
追
い
込
ま
れ
る
人
が
い
る
わ
け
で

す
。
追
い
込
ま
れ
る
人
が
生
徒
た
ち
で
あ
り
、

追
い
込
む
人
が
教
師
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
引

用
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。
し
か
し
、
同
時
に
こ

の
引
用
で
は
、
単
な
る
訓
練
で
は
な
い
、
生
徒

た
ち
の
心
の
情
動
─
そ
れ
は
や
り
が
い
や
手
応

え
と
い
う
べ
き
も
の
で
し
ょ
う
が
─
の
存
在
も

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
価
値
は
、
今
日
も

認
め
て
よ
い
と
考
え
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
こ
の
よ
う
な
学
習
活
動
の
行
き

着
く
先
に
、
一
九
六
〇
年
代
に
顕
在
化
す
る
子

ど
も
の
主
体
性
を
奪
う
、
教
師
に
よ
る
厳
し
い

訓
練
が
あ
っ
た
こ
と
は
歴
史
の
事
実
で
す
。

　
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
た
「
追
い
込
み
作
業
」
の
結
果
は
、
決
し
て

弁
護
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
荒
川
区
立
第
一
中
学
校
の
記
録
は
、

次
の
言
葉
で
閉
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「（
追
い
込
み
）
作
業
が
最
も
効
果
を
発
揮
す

る
場
合
は
、
そ
れ
は
教
師
と
子
ど
も
と
ど
ち
ら

が
の
び
る
か
と
い
う
よ
う
な
根
く
ら
べ
で
も
あ

る
。
教
師
は
緻
密
な
計
画
を
も
つ
て
、
如
何
に

動
機
づ
け
る
か
、
更
に
作
業
中
の
抵
抗
の
観
察

や
げ
き
れ
い
の
工
夫
か
ら
、
最
後
の
話
し
合
い

に
よ
る
満
足
感
の
整
理
に
い
た
る
ま
で
、
教
師

自
身
も
ま
た
追
い
込
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。（
中
略
）
教
師
も
ま
た
、
彼
等
と
歩
調

を
揃
え
て
実
践
者
と
な
り
、
実
践
者
と
し
て
の

人
格
を
投
射
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　
教
育
活
動
に
お
け
る
「
追
い
込
み
」
が
、
実

は
、
教
師
が
追
い
込
む
と
い
う
構
図
で
は
な

く
、
教
師
も
子
ど
も
と
共
に
、
追
い
込
ま
れ

る
、
そ
の
よ
う
な
リ
ア
ル
な
厳
し
さ
の
中
に
あ

っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
教
師
も
子
ど
も

と
思
い
を
共
に
し
、
励
ま
し
合
い
、
支
え
合

い
、
大
き
な
目
標
を
達
成
す
る
姿
は
、
生
活
主

義
教
育
の
心
そ
の
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
逆
に
い
え
ば
、
そ
の
心
が
抜
け
落
ち
た
と

き
、
そ
れ
が
ど
ん
な
教
育
で
あ
っ
て
も
、
道
を

踏
み
外
す
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
筆

者
は
強
く
思
う
の
で
す
。

〈
主
な
文
献
〉

・
小
出
進
（
一
九
七
九
）「
教
育
課
程
・
指
導
法
の

変
遷
」
全
日
本
特
殊
教
育
研
究
連
盟
編
『
日
本

の
精
神
薄
弱
教
育
─
戦
後
三
〇
年
─
第
二
巻
』

日
本
文
化
科
学
社
．
＊
こ
の
文
献
は
、『
知
的
障

害
教
育
の
本
質
─
本
人
主
体
を
支
え
る
』（
小

出
、
二
〇
一
四
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、

現
在
も
入
手
が
容
易
で
あ
る
。

・
東
京
都
荒
川
区
立
第
一
中
学
校
（
一
九
五
九
）

「『
学
校
工
場
』
方
式
に
よ
る
職
業
教
育
」『
精
神

薄
弱
児
研
究
』
一
四
号
．

三
「
追
い
込
み
」
に
見
出
さ
れ
る

生
活
主
義
教
育
の
心



3　実践レポート

特  集

実践してみよう！ 
子ども主体の交流及び共同学習と地域協働活動

【特集のねらい】交流及び共同学習は、障害のある子どもたちとない子どもたち
等の相互理解を促し、経験を広め、社会性を養い、豊かな人間性を育てる上で大
きな意義があるとして、共生社会の形成に向けてその推進が求められてきまし
た。また、地域協働活動も地域との連携・協働の促進により共生社会の形成に資
する大きな柱となります。インクルーシブ教育システムの構築においても、交流
及び共同学習及び地域協働活動の実践は重要になっています。
　これまで様々な実践が積み重ねられてきた中で、相互理解が進む等の大きな成
果が見られる一方で、教職員の意識、計画的・持続的な取組等、課題も挙げられ
ています。
　そこで、本特集では、学校や地域において、子どもたちが生き生きと主体的に
学ぶ実践を取り上げて発信いたします。特設された学習場面だけでなく、日常の
生活の中で、無理なく交流している実践も取り上げました。実践の持続、充実を
図るためには、学校経営上の位置づけも重要なことから管理職や保護者の立場か
らの提言も取り上げることとしました。
　本特集が、子ども主体の交流及び共同学習、地域協働活動の実践の広がりと将
来に向けた無理なく持続可能な教育活動となるための一助になればと考えます。

［KEY WORD 01］

交流及び共同学習

［KEY WORD 02］

地域協働活動

［KEY WORD 03］

子ども主体の学習活動

［KEY WORD 04］

インクルーシブ教育システム

［KEY WORD 05］

指導と評価
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平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
の
障
害
者
基
本

法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、「
交
流
及
び
共
同
学

習
」
の
実
施
が
規
定
さ
れ
て
以
来
、
学
校
・
地

域
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
な
さ
れ
て
き

て
い
る
。
一
方
で
、
子
ど
も
の
実
態
の
多
様

化
、
実
施
体
制
、
授
業
者
の
学
習
観
な
ど
、
交

流
及
び
共
同
学
習
に
つ
い
て
、
検
討
す
べ
き
こ

と
も
多
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

こ
と
を
整
理
し
つ
つ
、
交
流
及
び
共
同
学
習
の

可
能
性
や
今
後
の
検
討
課
題
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。

　
改
め
て
、
交
流
及
び
共
同
学
習
が
、
ど
の
よ

う
な
意
義
や
目
的
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
る
か

を
確
認
し
て
お
く
。
文
部
科
学
省
（
二
〇
一

九
）「
交
流
及
び
共
同
学
習
ガ
イ
ド
」
で
は
、

次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学

校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
（
以
下

「
小
・
中
学
校
等
」
と
い
う
。）
及
び
特
別
支
援

学
校
等
が
行
う
、
障
害
の
あ
る
子
供
と
障
害
の

な
い
子
供
、
あ
る
い
は
地
域
の
障
害
の
あ
る
人

と
が
触
れ
合
い
、
共
に
活
動
す
る
交
流
及
び
共

同
学
習
は
、
障
害
の
あ
る
子
供
に
と
っ
て
も
、

障
害
の
な
い
子
供
に
と
っ
て
も
、
経
験
を
深

め
、
社
会
性
を
養
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

と
と
も
に
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
う
大
切
さ
を

学
ぶ
機
会
と
な
る
な
ど
、
大
き
な
意
義
を
有
す

る
も
の
で
す
。

　

(

文
部
科
学
省
、
二
〇
一
九
、「
交
流
及
び
共

同
学
習
ガ
イ
ド
」）

　
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
、
と
い
う

点
に
お
い
て
は
、
特
別
支
援
教
育
の
理
念
と
共

鳴
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
こ
こ
で
は
障
害
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
で
学
ぶ
子
ど
も
た

ち
が
共
に
学
ぶ
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
、

学
校
卒
業
後
の
社
会
の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も

が
、
相
互
に
尊
重
す
る
意
識
を
も
て
る
よ
う
に

な
る
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
共
生
社

会
の
実
現
、
と
い
う
表
現
を
用
い
て
、
近
未
来

の
社
会
構
築
に
お
い
て
も
、
そ
の
意
義
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
多
少
オ
ー
バ
ー
な
表
現
で
は
あ

る
が
、
学
校
教
育
の
根
本
的
な
理
念
と
同
様
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
理
念
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
が
よ

り
根
本
的
な
性
格
を
も
つ
場
合
、
時
と
し
て
、

は
じ
め
に

交
流
及
び
共
同
学
習
の

意
義
と
目
的

一

交流及び共同学習と 
地域における協働学習の 

実践に向けて
東京学芸大学准教授　村山　拓

実践してみよう！ 子ども主体の交流及び共同学習と地域協働活動
特集

論説①
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論 説①
特集

実践してみよう！ 子ども主体の交流及び共同学習と地域協働活動

学
習
活
動
が
即
、
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
と
は

限
ら
な
い
、
と
い
っ
た
難
し
さ
を
も
含
み
こ

む
。
他
者
と
の
相
互
尊
重
が
即
時
的
に
育
成
さ

れ
る
こ
と
期
待
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
活
動
の

蓄
積
を
通
し
て
、
学
校
で
の
他
の
学
習
活
動
、

学
校
生
活
と
も
連
動
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
中
に
あ
る
、
あ
る
い
は
子
ど
も
た
ち
の
間
で

共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
意
識
を
育
て
て
い
く
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
学
習
指
導
要
領
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ

れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
中
学
校
の
記
述
を

挙
げ
る
。

　他
の
中
学
校
や
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
、
保
育
所
、
小
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支

援
学
校
な
ど
と
の
間
の
連
携
や
交
流
を
図
る
と

と
も
に
、
障
害
の
あ
る
幼
児
児
童
生
徒
と
の
交

流
及
び
共
同
学
習
の
機
会
を
設
け
、
共
に
尊
重

し
合
い
な
が
ら
協
働
し
て
生
活
し
て
い
く
態
度

を
育
む
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　

(

中
学
校
学
習
指
導
要
領(

平
成
二
九
年
三

月
告
示
）、
第
１
章 

総
則 

第
５ 

学
校
運
営
上

の
留
意
事
項

　２ 

家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連

携
及
び
協
働
と
学
校
間
の
連
携 

の
イ
）

　
い
ず
れ
の
校
種
の
教
育
要
領
、
学
習
指
導
要

領
に
お
い
て
も
、
同
様
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い

る
。
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る

が
、
次
の
よ
う
な
記
載
も
あ
る
こ
と
に
も
注
目

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　特
に
、
小
学
部
の
児
童
又
は
中
学
部
の
生
徒

の
経
験
を
広
げ
て
積
極
的
な
態
度
を
養
い
、
社

会
性
や
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に
、
学
校

の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
、
小
学
校
の
児
童

又
は
中
学
校
の
生
徒
な
ど
と
交
流
及
び
共
同
学

習
を
計
画
的
、
組
織
的
に
行
う
と
と
も
に
、
地

域
の
人
々
な
ど
と
活
動
を
共
に
す
る
機
会
を
積

極
的
に
設
け
る
こ
と
。

　

(

特
別
支
援
学
校
小
学
部
・
中
学
部
学
習
指

導
要
領(

平
成
二
九
年
四
月
告
示
）
第
１
章

　

総
則

　第
６
節

　学
校
運
営
上
の
留
意
事
項

　２
　

家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
及
び
協
働
と
学
校

間
の
連
携 

の
⑵
）

　
念
の
た
め
書
き
添
え
る
が
、
こ
こ
で
、
小
・

中
学
校
等
と
特
別
支
援
学
校
と
の
記
述
の
違
い

を
取
り
立
て
て
強
調
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
経
験
の
拡
充
、
社
会
性
の
育
成
、

小
・
中
学
校
等
と
の
交
流
及
び
共
同
学
習
や
地

域
の
人
々
と
の
活
動
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
特
別
支
援
学
校
で
学
ぶ

子
ど
も
た
ち
が
、
特
別
支
援
学
校
以
外
で
の
体

験
的
な
活
動
を
経
験
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の

機
会
を
で
き
る
だ
け
確
保
し
よ
う
と
す
る
こ
と

の
意
味
を
再
確
認
し
た
い
。

　
交
流
及
び
共
同
学
習
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
実
施

体
制
、
実
施
形
態
が
考
え
ら
れ
る
が
、
大
別
す

る
と
表
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
交
流
及
び
共
同
学
習
の
実
施
形
態
は
多
様
で

あ
る
。
現
実
的
に
は
、
各
学
校
に
お
け
る
特
別

支
援
学
級
の
設
置
状
況
や
、
学
校
間
交
流
に
お

け
る
地
理
的
条
件
に
よ
る
日
常
的
、
継
続
的
な

行
き
来
の
難
し
さ
な
ど
の
条
件
が
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
（
主
と
し
て
社
会
的
）
環
境
条
件
の

も
と
で
、
交
流
及
び
共
同
学
習
が
実
践
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、

大
き
く
三
つ
の
特
徴
と
傾
向
を
挙
げ
て
お
く
。

　
第
一
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
の
目
的
と
実
施

形
態
が
連
動
し
て
、
計
画
・
実
施
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
学
校
間
交
流
で
あ
れ
ば
、
近
隣

の
特
別
支
援
学
校
と
小
中
学
校
等
と
で
の
組
織

的
な
交
流
に
基
づ
く
学
習
活
動
が
展
開
さ
れ

る
。
ま
た
、
近
年
は
遠
隔
学
習
の
形
態
の
普
及

も
助
け
と
な
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
交
流
の
取
組
も
見
ら
れ
る
。

　
第
二
に
、
近
年
、
居
住
地
で
の
交
流
も
引
き

交
流
及
び
共
同
学
習
の
実
施
形
態

二
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一
　
は
じ
め
に

　
函
南
町
に
は
小
学
校
五
校
、
中
学
校
二
校
が

あ
る
。
五
年
前
に
は
通
級
に
よ
る
指
導
の
担
当

者
（
以
下
、「
通
級
担
当
者
」
と
す
る
）
は
町

内
に
二
名
で
あ
っ
た
が
、
令
和
五
年
度
は
通
級

担
当
者
が
六
名
に
ま
で
増
加
し
た
。
自
校
型
と

巡
回
型
に
よ
り
全
て
の
学
校
で
通
級
に
よ
る
指

導
（
以
下
、「
通
級
指
導
」
と
す
る
）
が
受
け

ら
れ
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
通
級
指
導
の
対

象
は
発
達
障
害
、
情
緒
障
害
の
特
性
が
あ
る
児

童
生
徒
で
あ
る
。
対
象
児
童
生
徒
は
約
一
二
〇

名
い
る
。
自
立
活
動
を
軸
と
し
た
通
常
の
学
級

で
の
学
び
の
充
実
を
目
的
と
し
た
通
級
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

二
　「
う
ん
、
ま
あ
…
…
」
も
Ａ
さ
ん
の

大
事
な
思
い

　
筆
者
が
通
級
担
当
者
に
な
っ
た
五
年
前
、
Ａ

さ
ん
と
出
会
っ
た
。
初
め
て
会
っ
た
と
き
、
Ａ

さ
ん
は
緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た
。
筆
者
の
し

た
質
問
に
、「
う
ん
、
ま
あ
…
…
」
と
答
え

て
、
下
を
向
い
て
い
る
。「
初
め
て
会
っ
た
か

ら
か
な
。
ま
あ
、
最
初
は
こ
ん
な
感
じ
か
な
」

通
級
指
導
を
二
回
、
三
回
と
積
み
重
ね
て
い
く

と
、
Ａ
さ
ん
の
表
情
が
少
し
ず
つ
明
る
く
な
っ

て
い
っ
た
。
質
問
へ
の
答
え
は
「
ま
あ
、
そ
う

か
な
」
だ
っ
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
答
え
た
く

な
い
質
問
の
と
き
に
は
、
一
点
を
見
つ
め
て
口

を
閉
じ
て
い
る
。「
ぼ
く
は
こ
の
質
問
を
答
え

た
く
な
い
ん
だ
」
と
い
う
よ
う
に
。「
あ
あ
、

Ａ
さ
ん
は
自
分
が
話
し
た
い
こ
と
と
そ
う
で
な

い
こ
と
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
な
。『
う
ん
、

ま
あ
…
…
』
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
興
味

が
あ
る
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
」
と
、
Ａ
さ
ん
は
自

分
の
方
法
で
思
い
を
表
現
し
て
く
れ
て
い
る
こ

と
に
気
が
付
い
た
。

　
Ａ
さ
ん
と
一
緒
に
学
習
し
始
め
た
と
き
に

は
、
四
年
生
だ
っ
た
。
二
年
生
の
と
き
か
ら
通

級
指
導
を
受
け
て
い
た
。
周
囲
が
騒
が
し
か
っ

た
り
、
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
同
級
生
が
い
た
り

す
る
と
、
思
い
が
あ
ふ
れ
出
し
て
く
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
好
き
な
こ
と
と
そ
う
で
な
い

こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
は
難
し
そ
う
だ
と
見
極
め
る
の
が
迅
速
で
あ

る
。
特
に
、
文
章
で
自
分
の
思
い
や
考
え
を
書

く
こ
と
に
は
抵
抗
感
が
強
い
。

　
一
方
で
、
Ａ
さ
ん
に
は
ス
ト
ロ
ン
グ
・
ポ
イ

ン
ト
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。
中
で
も
言
語
理
解

実践
レポート

思
い
を
表
現
す
る
こ
と
で
自
分
を
見
つ
け
る
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53　実践レポート

実践
レポート

Theme

思いを表現することで自分を見つける

が
非
常
に
高
か
っ
た
。
抽
象
的
な
語
句
の
意
味

を
問
う
と
、
自
分
の
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
ニ
ュ
ー
ス
等
で
聞
い
た
時
事
ネ
タ
に

も
詳
し
か
っ
た
。
得
意
な
こ
と
も
あ
る
が
、
苦

手
な
こ
と
が
ど
う
し
て
も
気
に
な
っ
て
し
ま

い
、「
作
文
な
ん
て
書
け
な
い
」
と
Ａ
さ
ん
は

発
言
し
て
い
た
。
在
籍
学
級
で
は
自
分
の
意
見

を
書
い
て
表
現
す
る
活
動
が
多
い
。
Ａ
さ
ん

は
、
私
た
ち
に
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
学
校
で

の
学
習
を
苦
痛
に
感
じ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
こ

で
、【
話
す
】
と
【
書
く
】
こ
と
を
通
じ
て
、

自
分
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
目
標
に
通
級
指
導
を
行
っ
た
。

三
　
話
し
て
、
自
分
を
見
つ
け
る

１
　
好
き
な
こ
と
を
好
き
な
だ
け
話
す

　
筆
者
は
話
す
時
間
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い

る
。
通
級
指
導
の
時
間
で
は
今
日
の
予
定
を
確

認
し
た
後
、
必
ず
「
お
話
し
」
の
時
間
を
と
っ

て
い
る
。
Ａ
さ
ん
以
外
に
も
思
い
を
表
現
す
る

こ
と
が
苦
手
な
子
ど
も
が
何
人
も
い
た
。
そ
の

た
め
、
話
を
す
る
際
に
は
そ
の
子
の
好
き
な
こ

と
を
話
題
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ゲ
ー
ム

が
好
き
な
子
と
話
す
と
き
に
は
筆
者
も
そ
の
ゲ

ー
ム
を
買
っ
て
や
っ
て
み
る
等
、
そ
の
子
の
世

界
を
で
き
る
範
囲
で
共
有
し
て
、
話
す
時
間
を

楽
し
ん
だ
。
学
級
の
中
と
は
違
う
子
供
の
一
面

を
見
ら
れ
る
の
も
通
級
指
導
担
当
者
の
特
権
だ

と
感
じ
て
い
る
。

　
Ａ
さ
ん
は
電
車
や
車
が
好
き
だ
っ
た
。
通
級

指
導
の
際
に
毎
週
話
し
て
い
く
こ
と
で
少
し
ず

つ
心
を
開
い
て
い
っ
た
。「
家
族
で
リ
ニ
ア
を

見
に
行
っ
た
」「
こ
の
間
、
○
○
っ
て
い
う
車

が
通
っ
て
い
た
。
最
近
乗
っ
て
い
る
人
、
多
い

ん
だ
よ
ね
」
と
Ａ
さ
ん
か
ら
話
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
話
を
す
る
際
に
は
、
待
つ
こ
と

を
と
て
も
意
識
し
た
。
教
員
と
い
う
仕
事
を
し

て
い
る
と
、
沈
黙
に
耐
え
き
れ
ず
、
子
ど
も
の

発
言
を
促
し
た
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
気
持

ち
を
ぐ
っ
と
こ
ら
え
て
、
待
っ
た
。
言
葉
が
出

て
こ
な
く
て
ど
う
し
よ
う
と
悩
ん
で
い
る
と
き

も
、
雄
弁
に
話
し
て
い
る
と
き
も
、
な
る
べ
く

言
葉
を
挟
ま
ず
に
聞
い
た
。
Ａ
さ
ん
の
伝
え
た

い
と
い
う
思
い
を
大
切
に
し
た
か
っ
た
。
Ａ
さ

ん
の
影
響
で
筆
者
は
山
梨
県
の
リ
ニ
ア
見
学
セ

ン
タ
ー
へ
行
っ
た
。
後
日
、「
リ
ニ
ア
を
見
て

き
た
よ
。
一
瞬
で
通
り
過
ぎ
て
行
っ
て
、
び
っ

く
り
し
た
」
と
伝
え
る
と
、
Ａ
さ
ん
は
に
こ
っ

と
笑
顔
に
な
っ
た
。「
先
生
の
行
っ
た
日
は
見

れ
た
ん
だ
ね
、
見
れ
な
い
日
も
あ
る
ん
だ
よ
」

と
会
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
つ
な
が
っ
た
。

好
き
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
話
し
て
い
る
う
ち

に
、
家
族
の
こ
と
や
学
校
で
の
こ
と
を
話
す
こ

と
も
増
え
て
い
っ
た
。「
Ａ
さ
ん
は
話
し
た
い

こ
と
が
あ
る
け
ど
、
う
ま
く
相
手
に
伝
わ
る
か

気
に
し
て
い
た
の
か
な
」
少
し
ず
つ
Ａ
さ
ん
の

思
い
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

２
　
自
分
の
思
い
を
分
類

　
Ａ
さ
ん
は
普
段
多
く
の
こ
と
を
語
ら
な
い

が
、
学
級
の
中
で
多
く
の
こ
と
を
感
じ
考
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、
学
級
で
困

っ
て
い
る
こ
と
を
通
級
指
導
の
際
に
話
す
よ
う

に
な
っ
た
。「
Ｂ
さ
ん
は
授
業
中
な
の
に
う
る

さ
い
。
休
み
時
間
に
話
せ
ば
い
い
の
に
、
イ
ラ

イ
ラ
す
る
」
Ａ
さ
ん
は
感
受
性
が
豊
か
で
、
受

コ メ ン ト

通
級
担
当
と
な
っ
て
出
会
っ
た
子
ど
も
と
の
三
年
間
の
実
践
で
、「
本
人
の
思
い
を
知
る
」
と
こ
ろ
か
ら
丁
寧
に
関
係
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
自
身
が
得

意
な
こ
と
に
気
づ
い
て
生
か
し
て
い
く
過
程
を
通
し
て
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
何
よ
り
自
分
の
小
学
校
生
活
の
成
長
を
実
感
で
き
た
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
自
身
が
達
成
感
、
成
就
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
通
級
担
当
と
し
て
の
満
足
感
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
通
級
担
当
だ
け
で
な
く
、
そ

の
子
を
中
心
と
し
て
学
級
担
任
と
情
報
共
有
を
す
る
こ
と
で
、
と
も
に
子
ど
も
の
成
長
を
喜
び
合
う
教
員
同
士
の
連
携
も
参
考
と
な
り
ま
す
。
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筆
者
が
現
在
勤
務
す
る
教
職
大
学
院

は
、
教
育
学
部
を
は
じ
め
様
々
な
学
部

を
卒
業
し
教
師
を
目
指
す
学
卒
院
生
と

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
層
の
現
職
院
生
が
在

籍
し
て
い
る
。
志
望
校
種
や
勤
務
校

種
、
専
門
と
す
る
教
科
も
多
様
な
院
生

が
、
特
別
支
援
教
育
を
は
じ
め
、
学
級

経
営
や
危
機
管
理
等
、
学
校
現
場
で
求

め
ら
れ
る
喫
緊
の
課
題
に
つ
い
て
理
論

と
実
践
を
往
還
さ
せ
な
が
ら
、
学
び
合

っ
て
い
る
。

　
よ
り
よ
い
教
育
を
行
い
た
い
と
い
う

共
通
す
る
目
的
意
識
を
も
つ
、
異
な
る

立
場
の
学
び
合
い
は
、
ま
さ
に
化
合
や

融
合
の
よ
う
な
相
互
作
用
を
起
こ
し
、

新
た
な
気
づ
き
や
知
見
を
生
み
出
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。
経
験
値
の
高
い

現
職
院
生
が
学
卒
院
生
に
影
響
を
与
え

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
柔
軟
性

の
あ
る
学
卒
院
生
が
現
職
院
生
に
与
え

る
影
響
も
大
き
い
。
彼
ら
の
学
び
合
い

を
と
お
し
て
、
筆
者
自
身
が
気
づ
か
さ

れ
、
学
ぶ
こ
と
も
多
い
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
筆
者
は

様
々
な
校
種
の
学
校
現
場
に
足
を
運
ん

で
き
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
通
常
の

学
級
に
は
多
様
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
あ

る
児
童
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
習
の
進
度
や
理
解
の
差
が
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
多
様
な
学
び
の
姿
や
、
悩
み
な

が
ら
も
奮
闘
し
て
い
る
多
く
の
教
師
の

姿
を
見
て
き
た
。

　
学
校
現
場
で
は
、
現
行
の
学
習
指
導

要
領
が
示
す
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
や
、
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
と
し
て
示
さ
れ
た
「
個
別
最
適
な
学

び
と
協
働
的
な
学
び
の
一
体
化
」
と
い

っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
へ
の
対
応
を
図
り
、

多
様
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
生

徒
を
主
語
と
し
た
、
学
習
者
視
点
に
基

づ
く
実
践
へ
と
転
換
を
図
ろ
う
と
日
々

尽
力
し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
授
業
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、

児
童
生
徒
の
身
近
な
生
活
上
の
課
題
意

識
か
ら
出
発
し
、
問
い
を
立
て
、
調
べ

た
り
、
考
え
を
共
有
し
た
り
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
を
と
お
し
て
そ
れ
ぞ
れ

が
問
題
解
決
に
向
き
合
い
、
学
び
を
深

め
て
い
き
、
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て

い
け
る
よ
う
な
展
開
を
目
指
し
、
創
意

工
夫
し
て
い
る
。
筆
者
は
そ
の
よ
う
な

実
践
場
面
か
ら
教
育
課
程
の
違
い
を
越

え
た
本
質
的
な
学
び
の
追
求
と
い
う
共

通
性
を
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
児
童
生
徒
の
学
び
に
応
じ
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
し
て
い
く
教
師
に
よ
る
実
践
の

営
み
を
目
に
し
、
改
め
て
教
師
と
は
児

童
生
徒
か
ら
学
び
続
け
、
成
長
し
て
い

く
専
門
職
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
る
。

　
さ
て
最
近
、
従
前
の
実
践
か
ら
一
歩

踏
み
出
し
た
、
特
長
的
な
取
組
に
接
す

る
機
会
が
続
き
、
多
く
の
刺
激
を
得
て

い
る
。
誌
面
の
関
係
で
そ
の
一
部
に
つ

い
て
簡
単
に
触
れ
る
の
み
と
な
る
が
、

い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
い
ず

れ
も
Ｗ
ｅ
ｂ
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

１
　
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
校

　
長
野
県
に
あ
る
学
校
法
人
茂
来
学
園

大
日
向
小
学
校
・
同
中
学
校
は
、
ド
イ

ツ
を
発
祥
と
し
、
オ
ラ
ン
ダ
で
推
進
さ

れ
た
日
本
初
の
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
校

で
あ
る
。
筆
者
は
当
校
を
訪
問
し
、
実

際
に
異
学
年
の
学
級
を
編
成
し
自
由
進

度
で
展
開
さ
れ
る
各
教
科
の
学
び
と
異

学
年
で
協
働
し
探
究
的
に
展
開
さ
れ
る

学
び
を
目
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
自
ら
取

り
組
む
学
び
を
と
お
し
て
児
童
生
徒
が

お
互
い
の
多
様
性
を
肌
で
感
じ
、
イ
ン

多
様
な
立
場
の
学
び
合
い
の

効
果

新
た
な
教
育
の
形
と

そ
の
可
能
性

全日本特別支援教育研究連盟副理事長・『特別支援教育研究』編集長
（弘前大学教職大学院教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　菊地　一文

多様なニーズのある子ども�
たちの「学び」の充実に向けた�

これからの教育の可能性
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ク
ル
ー
シ
ブ
マ
イ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
資
質
・
能
力
を
高
め
て
い
く

姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
を
モ
デ

ル
と
し
て
教
育
活
動
を
展
開
す
る
公
立

学
校
は
、
広
島
県
福
山
市
立
常
石
と
も

に
学
園
の
ほ
か
、
各
地
で
展
開
さ
れ
は

じ
め
て
き
て
お
り
、
今
後
そ
の
動
向
と

実
践
の
成
果
に
注
目
し
た
い
。

２
　LEA

R
N

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

多
様
な
軸
を
有
す
る
活
動
が
共
存
す
る

「
為
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
豊
か
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
るLEA

RN

と

はLearn

（
学
ぶ
）Enthusiastically

（
熱
心
に
）、A

ctively

（
積
極
的
に
）、

Realistically

（
現
実
的
に
）、Naturally

（
自
然
に
）
の
頭
文
字
で
あ
り
、「
初
め

て
出
会
う
仲
間
と
、
お
互
い
を
批
判
す

る
こ
と
な
く
、
自
分
の
好
き
な
こ
と

を
、
自
分
流
で
楽
し
む
ワ
ク
ワ
ク
す
る

学
び
の
場
」
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　
筆
者
は
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
に
実

際
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
が
、
学
ん

で
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る
う
ち

に
、
筆
者
自
身
が
ワ
ク
ワ
ク
し
、
優
れ

た
生
活
単
元
学
習
と
の
共
通
性
や
知
的

障
害
教
育
が
再
考
す
べ
き
課
題
を
感
じ

た
。
ま
た
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
さ
に

「
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び

の
一
体
化
」
の
具
体
化
に
お
け
る
ポ
イ

ン
ト
を
示
唆
し
て
い
る
と
捉
え
た
。

３�

　
全
小
中
学
校
で
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｓ

Ｗ
Ｐ
Ｂ
Ｓ

　
今
年
度
、
全
特
連
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
た
徳
島
県
で
は
、
県
教
育
委
員
会

が
主
導
し
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
行
動
支
援
」

と
称
し
た
Ｓ
Ｗ
Ｐ
Ｂ
Ｓ
（
学
校
現
場
の

行
動
分
析
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
行
動
支
援
）
を
全
小
中
学
校

で
推
進
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｗ
Ｐ
Ｂ
Ｓ
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
本
誌
で
も
常
設
欄

等
で
実
践
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
全
て

の
小
中
学
校
で
展
開
す
る
自
治
体
は
唯

一
の
も
の
で
あ
り
、
専
門
家
に
よ
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
も
充
実
し
て
い
る
。

　「
組
織
的
取
組
」
は
特
別
支
援
教
育

に
お
い
て
従
前
か
ら
重
視
さ
れ
、
か
つ

課
題
と
さ
れ
て
き
た
事
項
で
も
あ
る
。

本
取
組
は
児
童
生
徒
の
行
動
変
容
と
い

う
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
教
職
員
集
団

や
学
校
組
織
の
行
動
変
容
と
い
う
視
点

で
も
興
味
深
く
、
意
義
が
あ
る
。
こ
の

取
組
の
推
進
に
よ
り
、
生
徒
指
導
面
の

み
な
ら
ず
、
学
力
の
向
上
等
の
様
々
な

効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

４�

　
不
登
校
の
中
学
生
を
対
象
と
し
た
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

　
青
森
県
立
北
斗
高
等
学
校
は
通
級
に

よ
る
指
導
を
実
施
し
て
い
る
三
部
制
の

高
等
学
校
で
あ
る
。

　
当
校
で
は
、
不
登
校
ま
た
は
不
登
校

傾
向
に
あ
る
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、

学
校
生
活
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
の
解

消
に
つ
な
げ
る
た
め
の
交
流
や
学
び
の

場
を
提
供
す
る
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル

（
以
下
、
サ
タ
ス
ク
）
を
実
施
し
て
い

る
。
サ
タ
ス
ク
は
保
護
者
も
対
象
と
し

て
お
り
、
当
校
生
徒
の
保
護
者
や
教
師

が
主
体
と
な
っ
て
、
参
加
す
る
中
学
生

の
保
護
者
と
の
対
話
を
と
お
し
て
、
子

ど
も
と
共
に
進
路
や
将
来
を
考
え
る
た

め
の
情
報
提
供
を
し
た
り
、
子
育
て
相

談
、
体
験
談
を
通
し
た
研
修
の
場
を
提

供
し
た
り
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
の
企
画
や
運
営
の

役
割
を
多
様
な
背
景
の
あ
る
生
徒
が
担

う
こ
と
は
、
自
己
有
用
感
や
自
己
肯
定

感
を
高
め
る
機
会
と
な
り
、
キ
ャ
リ
ア

発
達
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
特
定
の
分

野
に
止
ま
ら
ず
、
様
々
な
分
野
と
の
接

点
を
も
つ
こ
と
は
、
何
よ
り
も
自
身
の

思
考
を
促
し
、
気
づ
き
や
新
た
な
問
い

を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
本
稿
で
紹
介
し
た
取
組
に
は
、
公
教

育
の
枠
組
み
を
超
え
た
も
の
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
行
規
定
の
枠
組
み

で
も
解
釈
に
よ
っ
て
取
組
可
能
で
あ
る

と
考
え
る
。
な
お
、
特
別
の
教
育
課
程

に
お
い
て
は
、
十
分
に
可
能
で
あ
る
と

筆
者
は
捉
え
て
い
る
。
大
事
な
こ
と
は

「
で
き
な
い
」
と
思
考
停
止
せ
ず
に
、

「
ど
う
し
た
ら
で
き
る
の
か
」「
い
ま
で

き
て
い
る
リ
ソ
ー
ス
や
強
み
を
い
か
に

活
用
し
て
い
く
か
」
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
思
考
と
姿
勢
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
い
ず
れ
の
学
校
や
機
関
に
お
い
て
も

子
ど
も
を
中
心
と
し
た
教
師
や
関
係
者

の
思
い
や
熱
量
を
感
じ
た
。
特
別
支
援

教
育
は
こ
の
よ
う
な
マ
イ
ン
ド
を
大
切

に
し
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
で
、

あ
る
意
味
で
刺
激
的
と
感
じ
た
こ
れ
ら

の
実
践
は
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
の
で

は
な
く
、
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
あ

り
、
学
び
の
本
質
を
見
失
っ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ

う
に
も
思
え
た
。

　
今
後
、
本
誌
の
特
集
企
画
等
で
こ
れ

ら
の
実
践
を
取
り
上
げ
、
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
読
者
の
皆
様
を
刺
激
し
、

こ
れ
か
ら
の
新
た
な
教
育
の
在
り
方
を

共
に
考
え
る
契
機
に
し
て
い
き
た
い
。


